
人
文
社
会
科
学

人
文
社
会
科
学

長尾研究室（ブランディング研究）

人文社会科学系 准教授

長尾　雅信  NAGAO Masanobu http://www.eng.
niigata-u.ac.jp/~
nagao/

地域ブランド力測定による
地域の魅力や課題の発見

●キーワード● 地域ブランド、地域資産、地域の価値、地域イメージ、交流・定住人口、関係人口

　地域ブランド構造モデル（右図）に基づいた量的調査
を実施し、地域ブランド資産、地域ブランド価値などを
把握します。それにより観光、交流、定住、関係人口促進
の施策立案にむけた基礎データの作成、検証をすること
ができます。
　さらに、インタビューなど質的調査を実施することで、
生活者や組織心理への深い洞察を得ることができます。
　これまで受託先が求める成果によって、調査項目をカ
スタマイズして、調査を進めてきました。例えば、ある自
治体では地域住民の人柄の良さを感覚的に把握してい
たものの、漠然としたイメージに留まっていました。地
域内の信頼関係や交流の程度を測定することによって、
それを可視化することに繋げました。これらのデータに
基づいて、地域内の福祉政策、交流人口の増加に関わる
施策づくりに活かしていきました。
　また、地域内外の人々に対してアンケート調査を行
い、テキストマイニングという手法によって解析するこ
とにより、地域イメージの可視化も行っています。これ
を活用することで、広報効果の測定にも繋がり、施策の
改善や新たなコミュニケーション手法の開発へと展開
することができます。

『地域ブランド・マネジメント」有斐閣，2009　　『プレイス・ブランディング』有斐閣，2018
『地域プラットフォームの論理』有斐閣，2022　　『場所のブランド論』中央経済社，2023

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　国内外での多様な調査経験をもとに、当該地域に
適した調査設計と、政策立案のアドヴァイスが可能。

・地域のブランディング、社会課題の解決に積極的
に取り組みたいと考える自治体、企業、団体。

関連する知的財産
論文 等

専門分野 地域ブランディング、関係性マーケティング、CSV（Creating Shared Value）

地域ブランド構造モデル

地域イメージの把握（一例：結果図は一部加工）
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安心安全なモビリティ環境と地域デザイン
～ 交通安全未来創造ラボ ～

●キーワード● モビリティ、交通安全、運転行動

　これまでに自動車メーカーと共に高齢者の動機能と
運転行動の関係を探ってきました。そこで得た結果は交
通事故抑止のプロジェクトとして社会実装に向けて取
り組んでいます。さらに交通死亡事故ゼロを目指して新
潟県警と連携しながら安全運転のための地域活動を展
開しています。これらひとつひとつを交通安全未来創造
ラボで集約しながら全国のステークホルダーと共に安
全な未来を創ることを展開しています。

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　日産自動車、新潟県警察、新潟文化自動車学校との
連携で安全なモビリティ環境を目指します。
・新潟県警察本部長感謝状授与（2018）
・出雲崎町長感謝状授与（2020）

・安全な交通環境やモビリティに関心ある方々
・交通事故抑止に向けた運転行動に関心ある企業
・クルマを取り巻く未来をの社会考をえる企業
・交通事故のない安全な地域づくりを考える自治体

専門分野 応用健康科学、測定評価、発育発達、加齢科学、健康生理学、地域デザイン

研究室で所有する実験車両研究室で所有する実験車両

https://www.
murayama-lab.net/

※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp 7-47-3


